
等周問題

問 長さ π の紐があり，一端が原点に，もう一端が x 軸上にある．この紐と x 軸が囲む面積の極大を調

べよ．

解 汎関数
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オイラーの方程式より，
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y = C1 sin θ とおくと，t = ±θ + C．端点の条件等より，C = 0, C1 = 1．

∴ y = ± sin t
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x = ± cos t + C2

端点の条件より，
x = ±(cos t − 1)

(x, y)を第 1象限に限ると（限らなくてもそれぞれに正しいのだが），{
x = 1 − cos θ
y = sin θ

tを消去すると，
(x − 1)2 + y2 = 1

これは，極大であるという保証はないが，少なくともその候補となる．実際最大となるのは周知のことであ

る．

補講

曲面 z = f(x, y)の面積を求める公式の導き方

（中略）方向余弦を用いればよい．

領域 xy 平面における領域 Aの上方あるいは下方にある曲面 z = f(x, y)の面積は
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